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Safety Ranger セーフティーレンジャー PC・プロジェクタ-

ムダ排除による印刷枚数低減！
～若手のスキルアップと共に～

トヨトミキコウカブシキガイシャ マサダ　カホ

豊臣機工株式会社 　正田 夏穂

2016

発 表 者 の 所 属 安全健康推進室　健康推進G　

本 部 登 録 番 号 サ ー ク ル 結 成 年 月

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

平 均 年 齢 　　 　38歳　（最高　　57歳　最低　　28歳） 月 あ た り の 会 合 回 数

テ ー マ 暦  本テーマで　　1件目  社外発表　　1件目 １ 回 あ た り の 会 合 時 間

本 テ ー マ の 活 動 期 間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

会社紹介

愛知県安城市(1960年設立)

〈主な事業内容〉

自動車ボディ部品の製造、販売
製品開発～補給部品までの一貫生産

〈豊臣機工㈱本社〉

お客様のニーズにお応えできる総合プレス・板金部品メーカー

▲技術開発 ▲試作生産 ▲金型製作 ▲自動車部品生産

〈企業理念〉

-基本方針-
1.豊かな社会づくりに取り組むために、

企業としての社会的責任を果たす。
2.豊かな心をもって、強調と和をはかる。
3.豊かな技術をもって、よい品をより安く作る。
4.豊かな体と想像力をもって、

弛まない改善に挑戦する。

〈社会貢献活動〉

●地域美化活動 ●食材提供 ●SDGｓ活動

★

1/30

従業員想いで、知識と愛がたっぷりの部署！

職場紹介 2/30

・健康管理
・施策立案・運営
・衛生管理
・健康教育

安全健康推進室

健康推進G

・安全管理
・施策立案・運営
・労働災害防止
・安全教育

安全衛生G

SAFETY HEALTH

課題：若手の専門技能が弱い

メンバー紹介 3/30

メンバー

年
齢
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）
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20 藤田正田

伊藤 寺田

大薮

坂田

木下

構成：7名
平均年齢：38歳

入社3年目、若手の私が
テーマリーダーに挑戦します！
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藤田

正田

若手のQCスキルが低い！
他を巻き込んで活動を進める力が弱い！

基本的なQC知識が低く、サークルレベルはCゾーン

サークル紹介 4/30

AB

C

C-1

C-2D

D-1

D-2

X軸：サークル能力

【X-イ】 QCC基礎
【X-ロ】 運営方法
【X-ハ】 手法習得
【X-ニ】 技能習得
【X-ホ】 改善技能

Y軸：明るい職場

【Y-イ】 チームワーク
【Y-ロ】 会合実施状況
【Y-ハ】 上司との連携
【Y-ニ】 向上意欲
【Y-ホ】 4S/ルール遵守

Ｙ
軸
：
明
る
く
働
き
が
い
の
あ
る
職
場

X軸：サークル能力

Ｙ
軸

X軸

良
い

高い

【サークル能力】

【明るく働きがいのある職場】

平均点
2.2 Pt

平均点
2.6 Pt

X軸のQC手法が弱い・・・

テーマ 提案者 重要度 達成度 コスト 緊急性 実現性 計

電話が掛かってきた時にどの電話が鳴っているかわからない（電話を探す時間がかかる） 正田 △ △ ◎ △ ◎ 13

故障したロックアウト錠や退職者のロックアウト錠が、安健室にすぐ返却されない 寺田 ◎ △ ◎ 〇 ◎ 19

安健室のロッカールームを使用したいときに別の人とブッキングしてしまうことがある 伊藤 〇 △ ◎ 〇 ◎ 17

インフルエンザ/コロナ感染報告書の提出方法がバラバラで管理しにくい 藤田 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 19

派遣社員受け入れ時の健康体力測定で時間が掛かり、人工も掛かってしまう 坂田 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 19

面談時に場所がなくて困ることがある 伊藤 ◎ 〇 〇 〇 〇 17

印刷したい時に印刷できない 藤田 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎ 23

月ごとの業務量にバラつきがあり、やりきれない月がある（業務の平準化できないか） 伊藤 ◎ ◎ 〇 〇 〇 19

工場の具体的な場所が分からない(工事ﾊﾟﾄﾛｰﾙ等で場所特定が困難） 木下 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 19

若手の意見を採用！

テーマ選定_1 5/30

評価基準 ◎:5点 ○:3点 △:1点困りごとを調査し、マトリクス評価

1日あたり約10件印刷待ちが発生

テーマ選定_2（背景・理由） 6/30

〈上司に相談〉

印刷したいタイミングでコピー機が
空いていない事が多くて・・

手待ちのムダは排除したいね。
印刷物が多いのかな・・・

世話人

藤田
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調査期間
2024年6月17日～21日
ｎ＝56(件)
作成日：6月26日
作成者：藤田

1日あたり約10件
印刷待ちが発生！

【印刷待ち発生件数】

安全健康推進室１８名 品質保証部１８名

複合機

【職場レイアウト】

シュレッダー

ごみBOX

冷蔵庫

当社は愛知県安城市に本社を置き、企業理念”誠実”のもと、自動車ボデー部品の

開発・試作から補給までを一貫して生産しており、地域美化活動や子ども食堂への食材提供など

社会貢献活動にも力を入れております。

私たちの職場は従業員の皆さんが安全で健康に働けるよう、管理、施策立案・運営をしている

従業員想いで、知識と愛がたっぷりの部署です。

メンバーは、ベテランと若手で構成されています。

今後のサークル運営を考えると、若手のレベルアップが必要！という事で、

経験3年目の私がテーマリーダーに任命されました。

レベル評価をした結果、QCスキルが低く、関連部署との連携力が低い事が判明。

サークルレベルはCゾーンです。

困りごとをみんなで出し合い、マトリクス評価をした結果、藤田さんの困りごと

「印刷したい時に印刷できない」が最も点数が高く、さらに若手の困りごとをテーマにし、

若手主体で活動することで、サークルのレベルアップに繋がると考え、このテーマで取り組むことにしました。

印刷したいタイミングでコピー機が空いていないと世話人に相談したところ、

「確かに、コピー機がずっと稼働しているのをよく見かける」となり、印刷待ち発生件数を調べてみると、

1日あたり約10件印刷待ちが発生していると分かりました。ちなみに、私たちのいる

フロアのレイアウトはこのようになっており、2部署で1台のコピー機を使用しています。

 日あたり約  件印刷待ちが発生

テーマ選定  （背景・理由）     

〈上司に相談〉

印刷したいタイミングでコピー機が
空いていない事が多くて・・

手待ちのムダは排除したいね。
印刷物が多いのかな・・・

世話人

藤田
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    年 月  日～  日
ｎ＝   件 
作成日： 月  日
作成者：藤田

 日あたり約  件
印刷待ちが発生！

【印刷待ち発生件数】

安全健康推進室１８名 品質保証部１８名

  ー機

【職場レイアウト】

シュレッダー

ごみ   

冷蔵庫
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さらに、後工程での使用状況を調査したところ、上位3種の資料は後工程では

使用されていないことが分かりました。

教育とは、安全・健康に働くための知識習得の為に雇用時や資格級ごとに開催されており、

安全衛生教育は、会社生活を送るうえで必要不可欠です。年間教育回数は約100回、

年間受講者数は約650名となっています。講師依頼を受け、資料作成、資料準備、教育実施の流れで、

資料準備にて印刷が発生しています。

まず、フロア内の印刷内訳を調べてみると、安全健康推進室が約60％使用していました。

そこで、室メンバーの印刷枚数を調べてみると、大薮さんの印刷枚数が約50％と最も多く、

内訳を調べると、教育資料、工事安全大会資料、感染報告書の上位3種の印刷枚数が

全体の9割以上と多い事が分かりました。

そこで室内の印刷状況を調べてみました。印刷枚数は年間で54,093枚と減少しているのに、

なぜ印刷待ちが減らないのでしょうか。それに加え、2030年までにCO₂4 ％削減という、

全社一丸の、SDGs推進活動の目標達成も厳しい状況にあることが分かり、

このテーマで取り組むことにしました。

工事安全大会とは、注意事項を共有し、業者による事故を防ぐ為の決起集会で、年間3回、

長期連休前に開催されており、1回あたり約40名が参加しています。資料を作成し、

メールで案内文書を送付、当日、参加者全員に資料を配布し、資料を確認しながら進められており、

資料配布時に印刷が発生しています。

それでは目標設定です。54,093枚の印刷枚数を2024年10月末までに43,274枚とし、

部内方針で掲げている20％削減する事を目標としました。また、今回の活動でテーマリーダーである私を

含めた若手のQCスキル、他との連携力向上を目指し、サークルレベルBゾーンを狙います。

活動計画については、若手のレベルアップを考慮し、ベテランと若手のペア体制にしました。

ベテランとペアになることで、ステップごとで使用するQC手法の習得を狙います。

さらに、コミュニケーション活性の為に、ペアを固定せず、毎ステップ違うペアになるよう工夫しました。

感染報告とは、法律で定められている感染症の発症状況を管理し、感染拡大による生産影響を防ぐために

運用されています。報告書を各部から受領したら台帳に入力し、復帰の際に復帰連絡書を受領し、

産業医へ確認の流れで進めており、台帳入力時と、産業医確認時に印刷が発生しています。

テーマ：ムダ排除による印刷枚数低減！

テーマ選定_3（背景・理由） 7/30

このテーマに決定！

方針目標：年間CO₂排出量 -30㎏！…×
※CO₂：8g/枚＝-3750枚

【社内目標】

40,000

50,000

60,000

70,000

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

（枚） 安健室年度別印刷枚数 実績 目標

54,093

50,343

〇 〇 ×

【部署内年度別印刷枚数】

46,631

‘23年度目標未達！
このままだと

‘24年度も未達・・

作成日：2024年6月26日
作成者：藤田

枚数は減っているのに、
なぜ印刷待ちが減らないのでしょうか・・

SDGsの目標達成も厳しいね・・

世話人

藤田
『ムダ』 を徹底的に排除すべし・・！
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    期間：5/1～4/30

ｎ＝54,093

作成日：9/3

作成者：藤田54,093枚

57%

41,501枚

43%

安全健康推進室

品質保証室

2023年度実績
（5/1～4/30）

上位3種の印刷枚数が多い

現状把握_1 8/30

【作業者別印刷枚数】

25,643

教育資料、工事安全大会資料、

感染報告書が全体の9割以上を占めている

【フロア内使用枚数内訳】

安全健康推進室の
印刷枚数が多い

大薮さんの
印刷枚数が多い

【大薮さんの印刷物内訳】

2023年度
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    期間：5/1～4/30
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作成日：9/3

作成者：伊藤
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2,020
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2023年度

6/7

6/7

作成日：2024年6月26日
作成者：藤田

藤田

伊藤
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    期間：5/1～4/30

ｎ＝25,643

作成日：9/3

作成者：正田

上位3種が後工程で使用されていない

現状把握_2 9/30

：必須ではない

①教育投影時の補足資料

②会議だけの資料

③個人情報のため破棄

〈後工程での使用状況調査〉

後工程では

使用されていない

：必要不可欠

④業者へ提出

⑤資格管理ファイルへ格納

⑥経理へ提出

後工程でも

使用されている

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

2023年度

6/7

正田

安全衛生教育は、会社生活を送るうえで必要不可欠

工程概要_1 10/30

会社内で安全・健康に働くため

雇用時、資格級ごとに開催

● 年間教育回数 約100回

● 年間受講者数 約650名

● 安全・健康の基礎知識を習得

● ルールを守れる人づくり

【教育とは】

安全衛生教育

B.資料作成 C.資料準備 D.教育実施

★印刷発生

A. 講師依頼受領

感染拡大による生産影響を防ぐために運用

工程概要_2 11/30

感染拡大による

生産影響を防ぐため運用

【感染報告とは】
●新型コロナウイルス、インフルエンザ、
ノロウイルスの感染履歴を管理

● 各部の感染状況を把握

● 集団感染の未然防止

A.報告書受領（メール） B.台帳入力
C.復帰連絡書受領

（メール） D.産業医確認

★印刷発生★印刷発生

業者による工事中の事故を防ぐ為の決起集会

工程概要_3 12/30

● 年3回、長期連休前に実施

● 1回あたり約40名参加

● 禁止行為、過去事例を徹底周知

【工事安全大会とは】

業者による

工事中の事故を防ぐため開催

A.資料作成 B.案内メール送付 C.資料配布 D.安全大会実施

★印刷発生

40,000

45,000

50,000

55,000

（枚）
安健室年度別印刷枚数

目標：部内方針目標の印刷枚数20％減！

目標設定 13/30

印刷枚数を何を

2024年10月末までにいつまでに

20％低減するどうする

【印刷枚数】

20％減

2022年11月～
2023年10月

2023年11月～
2024年10月

-10,819枚

AB

C

C-1

C-2D

D-1

D-2

Ｙ
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X軸
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い

高い

今回の活動で

①若手のQCスキル向上
②他との連携力向上
目指してサークルレベルBを目標！

目指せ
Bゾーン！

43,274
54,093

正田 藤田 伊藤

作成日：2024年7月10日
作成者：藤田

　反省と今後の進め方

寺田・伊藤

10 藤田

　テーマ選定

　現状把握

　目標設定

　活動計画の作成

　対策の実施

　効果の確認・評価

木下・藤田

8

9 木下・大薮・藤田　標準化と管理の定着

4 坂田・伊藤

7

5 　要因の解析 家田・正田

6

1 藤田

2 大薮・藤田

3 坂田・藤田

ＮＯ 問題解決ステップ だれが 　5月 　6月 　7月 　8月 　9月 　10月

　対策案の検討 寺田・正田

ベテラン×若手のランダムペアで知識と交流を深める

活動計画 14/30

計画 実績

【担当決めの工夫】

①ベテラン×若手
②ペア固定しない

・QCスキル向上
・コミュニケーション

向上

を目指します！

作成日：2024年7月10日
作成者：藤田



ベテランから学びながら、特性要因図を使ってみんなで解析したところ、

①「1人1冊配布している」、「ページ数が多い」

②「帳票運用がルール」「印刷して確認している」

③「業者人数分全ページ印刷している」が推定要因としてあがりました。

「1人1冊配布している」、「ページ数が多い」については、教育ごとの参加人数と配布部数、資料ごとの

1冊あたりのページ数を確認。約80ページのテキストを、参加人数の558名分配布している事が明確になり、

主要因と断定。また、過去の受講者へのヒアリング結果から、後工程で使用されていないと断定できました。

対策案は、系統図とマトリックス図を使用して検討することにしました。ベテランから、特性要因図の特性が目的に

なり、主要因が手段になることを学び、学んだことをもとに系統図を作成し、それをマトリックス図で評価。

教育資料の印刷枚数を減らすにはについては、2アップ両面から4アップ両面へ変更と、

資料を毎回回収することにしました。

「帳票運用がルール」「印刷して確認している」については、確認情報が多く、速やかに状況を把握する為に

帳票を利用する事がルールになっていると明確に。また、年間の総感染者数も776名と多く、入力ミス防止

の為、メールで来た報告書も印刷し、確認しながら台帳へ入力しており、印刷枚数が多く、主要因と断定。

「参加者全員分、全ページ印刷している」については、大会ごとの出席者数と、

大会ごとの資料のページ数を確認。約50ページの資料を、参加人数の120名分配布している事が

明確になり、主要因と断定しました。

感染報告書の印刷枚数を減らすにはについては、ワークフロー化することと、

CSVファイルで確認することにしました。

工事安全大会資料の印刷枚数を減らすにはについては、データ資料のみ送信と、

QRコード化することにしました。

対策①は、2アップ両面印刷から4アップ両面印刷へ変更しました。 対策②の「資料を毎回回収する」

については、ラミネートして使いまわすことにしました。これなら、改訂が無い限り印刷は無く、状態も保たれたまま

流用できます。また、社内HPにも資料を掲載し、必要であれば、いつでも見返しができるようにしました。

ベテランとペアになり、それぞれの要因を推定！

要因解析 15/30

1人1冊配布
している

ページ数
が多い

帳票運用が
ルールになっ
ている

印刷して
確認してる

〈要因解析①〉 〈要因解析②〉 〈要因解析③〉

【推定要因】

・1人1冊配布している

・ページ数が多い

【推定要因】

・帳票運用がルール

・印刷して確認している

①教育資料の印刷枚数が多い ③工事安全大会資料の
印刷枚数が多い

業者人数分
全ページ印
刷してる

②感染報告書の印刷枚数が多い

【推定要因】

・業者人数分
全ページ印刷している

正田伊藤藤田

家田アドバイザー 木下 世話人
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安全受入 階層別教育 新入社員教育 職制研修

教育参加人数（配布部数）

ページ数の多い資料を多くの人に配布している

要因検証_1（教育資料の印刷枚数が多い） 16/30

今のところ
見返してないです

【教育資料の配布部数】

主要因と
断定

さらに！
過去の受講者に
ヒアリングした結果・・・

ロッカーがいっぱい
だったので捨てちゃい
ました・・・

後工程で使用
されてないと断定

74 76 76
85
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安全受入教育 階層別教育 新入社員教育 特別教育

教育資料別枚数 作成日：9/10
作成者：藤田

（ページ）作成日：9/10
作成者：藤田

558名分

印刷している！

（数） 約80ページのテキスト

1人1冊配布している

【教育資料別1冊あたりの印刷枚数】

多くの情報を取り扱う為、印刷がルールになっていた

要因検証_2（感染報告書の印刷枚数が多い） 17/30

〈報告時必要情報〉

・傷病者情報
・勤務場所詳細
・発症日
・前日の出勤状況
・ワクチン接種有無

〈復帰時必要情報〉

・症状の有無
・出社条件該当か

入力ミス防止のため
印刷して台帳入力がルールに！

速やかに状況把握する為

帳票利用がルールに！
確認情報
が多い

さらに！

年間感染者数 776名

主要因と
断定

【感染報告書と復帰連絡書について】

確認事項が

20項目
確認事項が

10項目

…

…
…
…
…
…
…

全ページを人数分印刷している為、印刷枚数が多い

要因検証_3（工事安全大会資料の印刷枚数が多い） 18/30

延べ出席者数 約120名

1冊あたり 約50ページ

年間印刷枚数 5,650枚

毎回内容が違う為
流用出来ない 主要因と

断定

【工事安全大会参加人数】 【工事安全大会資料ページ数】
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工事安全大会参加者数
作成日：9/10
作成者：伊藤（人）
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工事安全大会資料ページ数
作成日：9/10
作成者：伊藤（ページ）

アップ数の変更と資料の流用を検討

対策案の検討_1 19/30

◎・・・3点、〇・・・2点、△・・・1点

◎…5点、〇…3点、△…1点

教
育
資
料
の
印
刷
枚
数
を

減
ら
す
に
は

2アップ両面から
4アップ両面へ変更

文字の大きさ変更

不要ページを削除

簡素化する

資料を毎回回収する

資料投影のみにする

タブレット購入

ページ数を減らす

印刷方法を変える

1人1冊配布をやめ
る

資料を流用する

作成日: 2024年9月20日
作成者:寺田、伊藤

内容を見直す

電子化する

主目的 一次手段 二次手段 三次手段 順位
評価
点

品質
作業
性

実現
性

 ス
ト

120◎◎◎◎

416〇〇◎◎

318〇◎◎◎

68△△△◎

120◎◎◎◎

68△△△◎

514◎◎〇△

伊藤 寺田

ワークフロー化し、ワークフローからCSVを落とす事を検討

対策案の検討_2 20/30

◎・・・3点、〇・・・2点、△・・・1点

感
染
報
告
書
の
印
刷
枚
数
を

減
ら
す
に
は

ワークフロー化する

サーバー構築

各自で直接入力

共有フォルダ作成

保健師PCで確認

産業医にPCでの確
認を依頼する

CSVファイルで確認

台帳を廃止する

帳票の運用を廃止

電子運用にする

確認の為の印刷を
やめる

PC上で確認する

作成日: 2024年9月21日
作成者: 寺田、藤田

掲示板を作成

台帳入力方法を変
える

順位
評価
点

品質
作業
性

実現
性

 ス
ト

120◎◎◎◎

512◎◎△△

78△△△◎

78△△△◎

414〇△◎◎

316◎◎△◎

120◎◎◎◎

512△◎△◎

主目的 一次手段 二次手段 三次手段

◎…5点、〇…3点、△…1点

藤田 寺田

データ資料のみにする事を検討

対策案の検討_3 21/30

◎・・・3点、〇・・・2点、△・・・1点

工
事
安
全
大
会
資
料
の
印
刷

枚
数
を
減
ら
す
に
は

データ資料のみ送信

QRコード化する

不要ページを削除

簡素化する

人数分全ページ配布
をやめる

電子化する

作成日: 2024年9月20日
作成者: 寺田、正田

内容を見直す

順位
評価
点

品質
作業
性

実現
性

 ス
ト

120◎◎◎◎

120◎◎◎◎

314◎◎〇△

410△〇△◎

主目的 一次手段 二次手段 三次手段
◎…5点、〇…3点、△…1点

正田 藤田 伊藤

系統図+マトリックス図
の手法を理解できた！

正田 寺田

印刷枚数 16,004枚/年 8,904枚に削減！

対策実施_1 22/30

教育資料:①2アップ両面から4アップ両面印刷へ ②資料を毎回回収する
期日 担当 評価

9/24 木下 ◎

※改定が無い限り印刷無し!

紙のテキストが溜まってくけど
捨てるのも罪悪感あったので
助かります・・・

持ち帰りテキストが無い方が
メモしなきゃ！と真剣に
聞けた気がします！

２アップ両面印刷 4アップ両面印刷

19枚/冊 10枚/冊

半減！

資料を毎回回収するのは、
紙だからボロボロになるよね‥

タブレット導入はすぐ出来ないし…
ラミネートするのはどうでしょう！

【見本】 〈受講生の声〉

社内HPにも掲載！
いつでも見返し可能に！

木下

藤田



若手のレベルアップという目標を持って活動したことで、サークルのレベルアップに繋げられたので良かったです。

また、自分たちだけではなく、利用者からも嬉しい声を頂けて、改善して良かった！もっといろんな改善を

提案したい！と意欲的になる事ができました。勉強不足でQC手法を使いこなすのに時間がかかったので、

今後は勉強会の機会を増やし、もっと手法を活用し、運営能力を上げていきたいと思います。

対策①については、帳票を廃止し、社内ポータル上にワークフローを構築する必要があった為、専門部署に

相談。感染報告から復帰連絡までを1つの申請で完結できる構造に作成できる事になりました。

対策②については、ワークフローから必要な情報だけをCSVを落とすだけで、

台帳に必要な情報が自動で出るので、台帳を入力する手間が無くなりました。

工事安全大会資料の対策①データ資料のみ送信と、②QRコード化するについては、

データ資料をQRコード化し、そのQRコードを案内文書に挿入。

事前のメール案内時にQRコードつきの資料のみ送信し、当日の資料配布を廃止。

必要があれば、各自スマホにて資料を確認してもらうようにしました。

以上の対策の結果、教育資料は7,100枚低減、感染報告書は2,020枚低減、工事安全大会資料は

5,650枚低減で、安健室の印刷枚数は、54,093枚から39,323枚と、27％削減でき、

目標の43,274枚を大幅に達成です！大薮さんの印刷物も60％低減できました！

さらに、サークルメンバーも印刷を必要最低限にと意識した事で、印刷の待ちが無くなり、

藤田さんの困りごとも解消されました。また、副効果として、工数低減、印刷代、紙代等の費用低減、

CO₂低減にも繋がっており、社内割り当て目標の、年間CO₂排出量30㎏低減も大幅に達成です。

今回の活動では、ベテランと若手をペアにしたことで、若手のQCスキルがレベルアップしました。

また、上司や他部署へ協力を仰いだことで、他との連携力もアップしました。私もテーマリーダーとして

会合の進行を行うことで、QCサークルの運営ができるようになり、ベテランに教わったことで、

QC手法の理解が深まりました。

結果、サークルレベルは、弱かったX軸がアップし、Bゾーンにレベルアップできました。

標準化と管理の定着です。定期的に見直しや、使用状態を確認し維持していくこと、

担当者が変わっても対応できるよう手順書を作成し、活用することにしました。

印刷枚数 2,020枚/年 0枚に削減！

対策実施_2 23/30

DX推進室のドットコム
サークルに相談してみよう！

〈打合せ実施〉〈専門部署に相談〉

期日 担当 評価

9/25 藤田 ◎
感染報告書:①ワークフロー化 ②CSVファイルで確認

台帳に必要な情報も
ワークフローから落とす
ことできますかね？

社内ポータル上に

報告書作成！！
＆

CSV出力で

台帳入力が不要に！

【申請フローチャート】

できます！
こんな風に
できますか？

世話人

藤田

ドットコムサークル

手間が無くなり
便利になりました！

〈他部署からの声〉

印刷枚数 5,652枚/年 0枚に削減！

対策実施_3 24/30

工事安全大会資料：①データ資料のみ送信 ②QRコード化する

作成サイトで簡単に作成♪
案内資料にQRコード載せて完了！

業者も手ぶらで

利便性ヨシっ！

期日 担当 評価

9/25 藤田 ◎

QRコード付き資料を事前に送付 テキスト配布廃止

各自印刷・持参
は不便ですよね…

QRコード付きの
案内にしては！

当日はスマホで
資料閲覧

藤田

家田アドバイザー

効果の確認_1 25/30

14,770枚減で大幅な印刷枚数低減に成功！

0 0

8,904

16,004

【改善前】 【改善後】

54,093枚

46,993枚

②感染報告書
▲2,020枚 ③工事安全大会資料

▲5,650枚

44,973枚
39,323枚

①教育資料
▲7,100枚 目標達成！

藤田 正田 伊藤

データ期間：2023年10月～11月
ｎ＝10,871
作成日：10/30
作成者：伊藤

安健室の印刷枚数

27％減！

大薮

準備作業が
無くなり楽に♪

大薮さんの印刷物が

約60％減！

（枚）

目標

効果の確認_2 26/30
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調査期間
2024年6月17日～21日
ｎ＝56(件)
作成日：6月26日
作成者：藤田

【印刷待ち発生件数】
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調査期間
2024年10月14日～25日
ｎ＝11(件)
作成日：10月30日
作成者：藤田

【印刷待ち発生件数】

改善前 改善後

副効果
①工数低減 ②費用低減 ③CO₂低減

メンバーの手間も軽減できました！

▲143.3ｈ ▲378,517円 ▲79.872㎏

目標▲30㎏に対し

大幅に目標達成！

印刷待ちが
無くなりました！

藤田

結果の確認_1 ～サークルレベル～

若手のQCスキル、他を巻き込む力がレベルアップ！

改
善
能
力

多
技
能

Q
C
手
法

活
動
運
営

問
決
力

チ
ー
ム
ワ
ー

ク

会
合
状
況

部
署
連
携

向
上
意
欲

5
S
と
ル
ー

ル

4.4 坂田 4.2

4.0 木下 4.4

4.0 大薮 3.8

4.0 寺田 4

2.8 伊藤 3.4

2.4 日野 3

2.4 正田 2.6

メ
ン
バ
ー

X軸 Y軸
2345 5432

サークルの

平均的な能力

明るく働きが

いのある職場

1 2 3 4 55 4 3 2 1 ベテラン×若手のペア作戦で大幅成長！

藤田
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藤田

伊藤

正田

サークルレベルがBゾーンに！

結果の確認_2 ～サークルレベル～ 28/30

高い

X軸：サークル能力

AB

C

C-1

C-2D

D-1

D-2

Ｙ
軸
：
明
る
く
働
き
が
い
の
あ
る
職
場

Ｙ
軸

X軸

良
い 弱かったX軸のQC手法も

レベルアップ！
ベテランメンバーに沢山
教えてもらいました！

藤田 正田 伊藤

【サークル能力】

【明るく働きがいのある職場】

チームワーク

会合実施状況

上司・関連部署

との連携
向上意欲

５S・ルール

Y軸 明るく働き甲斐のある職場

平均点
3.0Pt

平均点
3.0Pt

担当者が変わっても状態維持できる仕組みづくり

標準化と管理の定着 29/30

どのように何をいつ誰が標準化したこと

ラミネートした資料にて教育
実施

教育資料都度木下、大薮ラミネートした教育資料を流用する

QRコード作成、データ資料と
ともにメール添付

工事安全大会資料連休前の資料
作成時

家田、大薮工事安全大会資料を
データで事前配布、QRコード化

ワークフローにて承認感染報告書・健康チェック票都度伊藤、正田、藤田感染症報告・健康チェック票 ワークフ
ロー運用

どのように何をいつ誰が維持・管理

見直しする
破損があればラミネートし直す

教育資料の内容内容変更時・都度上司内容見直し・破損確認

手順書を基に引き継ぐ作成方法・展開方法担当者変更時前任者手順書を基に作業実施

見直しする帳票ルート担当者変更時上司ワークフロー 申請ルート見直し

さらにQC手法のレベルアップを目指す！

反省と今後の進め方 30/30

・若手を中心に取り組んだ事で、基本的なQC知識が備わる等、若手のレベルアップに繋がった

・もっと良い方法は無いかと、皆で意見を出し合う事が出来、改善意欲が向上した

・他部署と連携して活動を進める事ができ、サークルの弱点が克服できた

・業者や各職場から「便利になった！」と声を頂けて、自分たちも、利用者も楽になったと実感

・最初はベテランに遠慮してしまい、若手が積極的に意見を出せなかった

より良い会社を作る為、ムダを無くし、新しい事に時間や費用を使えるよう、これからも改善活動に尽力します！
また、勉強会を積極的に実施し、QCの基礎知識や運営能力を更に上げていきたいです。
現在は、グループ共通テーマを選定中です。

〈良かった点・反省点〉

〈今後の進め方〉


